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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ジヒドロキシ末端ジメチルポリシロキサンポリマー；
　（ｂ）強化充填材；
　（ｃ）有機溶媒；
　（ｄ）ポリアルコキシシラン架橋剤；
　（ｅ）オルガノシラン接着促進剤；および
　（ｆ）チタン縮合硬化触媒
を含み、
ジヒドロキシ末端ジメチルポリシロキサンポリマー（ａ）が５，０００ｃｐｓ未満の粘度
を持ち、
　強化充填材（ｂ）が、Ｄ４およびヘキサメチルジシラザンで二重に処理されたフューム
ドシリカ充填材である、
一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物。
【請求項２】
　有機溶媒（ｃ）が直鎖脂肪族炭化水素である、請求項１に記載のコーティング組成物。
【請求項３】
　ポリアルコキシシラン架橋剤（ｄ）がメチルトリメトキシシランである、請求項１～２
のいずれか一項に記載のコーティング組成物。
【請求項４】



(2) JP 5913587 B2 2016.4.27

10

20

30

40

50

　オルガノシラン接着促進剤（ｅ）がトリス（トリメトキシシリルプロピル）イソシアヌ
レートである、請求項１～３のいずれか一項に記載のコーティング組成物。
【請求項５】
　チタン硬化触媒がジイソプロポキシチタンビス－アセチルアセトナートである、請求項
１～４のいずれか一項に記載のコーティング組成物。
【請求項６】
　温度５０℃において少なくとも一ヶ月の貯蔵安定性を有する、請求項１～５のいずれか
一項に記載のコーティング組成物。
【請求項７】
　（ａ）ジヒドロキシ末端ジメチルポリシロキサンポリマー；
　（ｂ）強化充填材；
　（ｃ）有機溶媒；
　（ｄ）ポリアルコキシシラン架橋剤；
　（ｅ）オルガノシラン接着促進剤；および
　（ｆ）チタン縮合硬化触媒
の成分を混合するステップを含み、
ジヒドロキシ末端ジメチルポリシロキサンポリマー（ａ）が５，０００ｃｐｓ未満の粘度
を持ち、
強化充填材（ｂ）が、Ｄ４およびヘキサメチルジシラザンで二重に処理されたフュームド
シリカ充填材である、
一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物を形成するプロセス。
【請求項８】
　コーティング組成物の混合された成分を基材に塗布するステップ；および
コーティング組成物を十分な水分に晒し、一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コ
ーティング組成物を基材上で硬化コーティングへと硬化させるステップを更に含む、請求
項７に記載のプロセス。
【請求項９】
　請求項８に記載のプロセスによって作られる硬化コーティングを含む基材。
【請求項１０】
　コーティングがＡＳＴＭ　Ｄ－４１２による５０％引張における弾性率４０ｐｓｉ（２
７５７９０．２８Ｐａ）～１５０ｐｓｉ（１０３４２１３．５５Ｐａ）を有する、請求項
９に記載の基材。
【請求項１１】
　コーティングがＡＳＴＭ　Ｃ－６６１によるショアＡ硬度計値１０～４０を有する、請
求項９～１０のいずれか一項に記載の基材。
【請求項１２】
　コーティングが、ジヒドロキシ末端ジメチルポリシロキサンポリマー（ａ）が２００，
０００ｃｐｓを超える粘度を有する同一のコーティング組成物でコーティングされた同一
の基材のコーティングよりも優れた半透明性を有する、請求項９～１１のいずれか一項に
記載の基材。
【請求項１３】
　コーティングが、ジヒドロキシ末端ジメチルポリシロキサンポリマー（ａ）が２００，
０００ｃｐｓを超える粘度を有する同一のコーティング組成物でコーティングされた同一
の基材のコーティングよりも優れた耐久力または耐紫外線性の一つまたはそれ以上を有す
る、請求項９～１２のいずれか一項に記載の基材。
【請求項１４】
　コーティングが、ジヒドロキシ末端ジメチルポリシロキサンポリマー（ａ）が２００，
０００ｃｐｓを超える粘度を有する同一のコーティング組成物でコーティングされた同一
の基材のコーティングよりも長期間の防水性保護を提供する、請求項９～１３のいずれか
一項に記載の基材。
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【請求項１５】
　コーティングが、ジヒドロキシ末端ジメチルポリシロキサンポリマー（ａ）が２００，
０００ｃｐｓを超える粘度を有する同一のコーティング組成物でコーティングされた同一
の基材よりももっと元の外観を維持する、請求項９～１４のいずれか一項に記載の基材。
【請求項１６】
　建物の表面の外装部分に請求項１～６のいずれか一項に記載の一剤型、湿気硬化型、エ
ラストマー、半透明コーティング組成物を塗布するステップ；および建物の表面上に硬化
コーティングを提供するために該コーティング組成物を硬化するステップを含む、建物の
表面の処理方法。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の方法によって得られた硬化コーティングを含む建物の外装部分。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１１年７月６日に出願された米国仮出願第６１／５０４，８０６号に基
づく優先権を主張するものである。
　本発明は、建設業用のエラストマー半透明防水コーティングに関する。本発明はまた、
エラストマー半透明防水コーティングの作製プロセスに関する。また、該エラストマー半
透明防水コーティングでコーティングされた基材を提供する。
【発明の背景】
【０００２】
　防水コーティングは、建物の外装表面の耐候性および防水保護を与えるために、建設業
において使用される。ある種の防水コーティングは、塗布した時に建物の表面の色／外観
を変える色素性不透明炭酸カルシウム充填組成物である。他の防水コーティングは、炭酸
カルシウム充填コーティングと比較して、建物の表面の色素性を減少することが出来るが
、しかし、大部分がアクリル系およびポリウレタン系コーティングであるこれらの他のコ
ーティングは、該充填コーティングに必ずある長期耐久性および耐紫外線性に欠ける。
【０００３】
　故に、炭酸カルシウム充填防水コーティングの長期耐久性および耐紫外線性を有する半
透明防水コーティングに対する需要がある。
【発明の概要】
【０００４】
本発明の一つの目的は、
　（ａ）ジヒドロキシ末端ジメチルポリシロキサンポリマー；
　（ｂ）強化充填材；
　（ｃ）有機溶媒；
　（ｄ）ポリアルコキシシラン架橋剤；
　（ｅ）オルガノシラン接着促進剤；および
　（ｆ）チタン縮合硬化触媒
を含む、一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物である。
【０００５】
　本発明の他の目的は、
　（ａ）ジヒドロキシ末端ジメチルポリシロキサンポリマー；
　（ｂ）強化充填材；
　（ｃ）有機溶媒；
　（ｄ）ポリアルコキシシラン架橋剤；
　（ｅ）オルガノシラン接着促進剤；および
　（ｆ）チタン縮合硬化触媒
の成分を混合するステップを含む、一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティ
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ング組成物を形成するプロセスを提供することである。
【０００６】
　下記の詳細な説明の項において、本発明をさらに説明する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、本発明にかかる組成物でコーティングされた一連の異なる基材を示す。
【０００８】
【図２】図２は、本発明にかかる組成物でコーティングされたレンガ壁を示す。
【発明の詳細な説明】
【０００９】
　本願における低粘度のシリコーン成分を含むシリコーン系コーティング組成物が、それ
らが塗布される基材の外観、例えば、建物の表面を変えず、しかし、長期耐久性、耐紫外
線、および耐風性および耐極温（例えば、華氏４０度未満および華氏８５度を超える）性
を付与する、エラストマーおよび半透明防水コーティングを提供出来ることが本発明者ら
によって予想外に発見された。
【００１０】
　本願の明細書および特許請求の範囲において、下記用語および表現は以下に示す通りに
理解される。
【００１１】
　明細書および添付特許請求の範囲において使用される単数形「ａ」、「ａｎ」、および
「ｔｈｅ」は、文脈が別途明確に指示しない限り、複数を含み、そして特定の数値への参
照は、少なくとも該特定の数値を含む。
【００１２】
　範囲は、「約」または「およそ」一つの特定の数値から、および／または、「約」また
は「およそ」他の特定の数値までとして、ここに表現される。そのような範囲が表現され
る場合、他の実施態様は、上記一つの特定の数値から、および／または、上記他の特定の
数値までを含む。同様に、数値が近似値で表現される場合、先行詞「約」を用いることに
より、該特定の数値が他の実施態様を形成すると理解される。
【００１３】
　ここで記載される全ての方法は、ここで別段の指示が無い限り、または別段明らかに文
脈に矛盾しない限り、あらゆる好適な順序で行ってよい。ここで使用されるありとあらゆ
る例示、または例示的な言語（例えば、「等」）は、発明をより明確にする意図に過ぎず
、別段請求されない限り、発明の範囲を限定するものではない。明細書中のいかなる記述
も、特許特許請求の範囲にない要素が本発明の実施に本質的であることを示すものとして
理解されるべきではない。
【００１４】
　ここで使用されるような「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」、「含む（ｉｎｃｌｕｄｉ
ｎｇ）」、「含む（ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ）」、「～を特徴とする」、およびそれらと文
法的に同等なものは、追加の、記載されていない要素または方法ステップを排除しない、
包括的または非限定の用語であるが、しかしまた、より限定的な用語「～からなる」およ
び「本質的に～からなる」を含むと理解される。
【００１５】
　実施例以外、または別段の指示がなければ、材料の量、反応条件、継続時間、材料の定
量化された性質等を表す、明細書および特許請求の範囲に記載の全ての数は、いかなる場
合にも、用語「約」によって修飾されていると理解される。
【００１６】
　また、ここで記載されるあらゆる数値範囲は、その範囲のあらゆる部分範囲、および該
範囲または部分範囲の様々な終点のあらゆる組合せを含むと理解される。
【００１７】
　更に、明細書中に明示的にまたは非明示的に開示されるおよび／または構造的、組成的
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および／または機能的に関連する化合物、材料または物質の群に属するものとして特許請
求の範囲に記載されるあらゆる化合物、材料または物質は、その群の個々の代表例および
それらのあらゆる組合せを含むと理解される。
【００１８】
　表現「脂肪族炭化水素」は、１またはそれ以上の水素原子が除かれたあらゆる炭化水素
基を意味し、アルキル、アルケニル、アルキニル、環状アルキル、環状アルケニル、環状
アルキニル、アリール、アラルキルおよびアレニルを含み、そしてヘテロ原子を含有して
もよい。
【００１９】
　用語「アルキル」は、あらゆる一価の飽和直鎖、分枝または環状炭化水素基を意味し；
用語「アルケニル」は、一つまたはそれ以上の炭素－炭素二重結合を含む、あらゆる一価
の直鎖、分枝または環状炭化水素基を意味し、そのアルケニルにおいて結合部位が炭素－
炭素二重結合またはその他の部位のいずれであってもよく；そして、用語「アルキニル」
は、一つまたはそれ以上の炭素－炭素三重結合、および任意で一つまたはそれ以上の炭素
－炭素二重結合を含む、あらゆる一価の直鎖、分枝または環状炭化水素基を意味し、その
アルキニルにおいて結合部位が炭素－炭素三重結合またはその他の部位のいずれであって
もよい。アルキルの例示は、メチル、エチル、プロピルおよびイソブチルを含む。アルケ
ニルの例示は、ビニル、プロペニル、アリル、メタリル、エチリデニルノルボルナン、エ
チリデンノルボルニル、エチリデニルノルボルネンおよびエチリデンノルボルネニルを含
む。アルキニルの例示は、アセチレニル、プロパルギルおよびメチルアセチレニルを含む
。
【００２０】
　表現「環状アルキル」、「環状アルケニル」および「環状アルキニル」は、二環式、三
環式およびそれ以上の環式構造だけでなく、アルキル、アルケニルおよび／またはアルキ
ニル基で更に置換された前記の環状構造をまた含む。代表的な例示は、ノルボルニル、ノ
ルボルネニル、エチルノルボルニル、エチルノルボルネニル、シクロヘキシル、エチルシ
クロヘキシル、エチルシクロヘキセニル、シクロヘキシルシクロヘキシルおよびシクロド
デカトリエニルを含む。
【００２１】
　用語「アリール」は、あらゆる一価の芳香族炭化水素基を意味し；用語「アラルキル」
は、一つまたはそれ以上の水素原子が同数の同様のおよび／または異なるアリール（ここ
で定義される）基で置換された、あらゆるアルキル基（ここで定義される）を意味し；そ
して、用語「アレニル」は、一つまたはそれ以上の水素原子が同数の同様のおよび／また
は異なるアルキル基（ここで定義される）で置換された、あらゆるアリール基（ここで定
義される）を意味する。アリールの例示は、フェニルおよびナフタレニルを含む。アラル
キルの例示は、ベンジルおよびフェネチルを含む。アレニルの例示は、トリルおよびキシ
リルを含む。
【００２２】
　本願における粘度の全ての測定値は、特記しない限り、２５℃で得られると理解される
。
【００２３】
　本開示に従って、一つまたはそれ以上の他の物質、成分、または材料と、最初に接触す
る、ｉｎ　ｓｉｔｕで形成する、配合する、または混合する直前に存在する、物質、成分
、または材料について述べる。反応生成物、得られる混合物等として参照される物質、成
分または材料は、本開示に従って、当業者（例えば、化学者）の常識および通常技術を適
用して行われるならば、接触、ｉｎ　ｓｉｔｕでの形成、配合、または混合操作の過程に
おける化学反応または転換を通して固有性、特性、または特徴を獲得する。化学反応体ま
たは出発物質の化学製品または最終物質への転換は、発生する速度に関わらず、絶えず進
行する過程である。従って、このような転換過程が進行中である場合、出発および最終物
質が混ざり合っている可能性があるだけでなく、通常の当業者に知られた現行の分析技術
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で検出するのが容易または困難な中間体種が速度論的寿命に応じて存在する可能性もある
。
【００２４】
　本願における一つの限定されない実施態様において、ジヒドロキシ末端ジメチルポリシ
ロキサンポリマー（ａ）は、式：
ＭＤａＭ
を持ち、下付き文字ａは、１以上、具体的には１～約３０００、更に具体的には１～約２
０００、そして最も具体的には１～約１０００であり、ここで、
Ｍ＝（ＨＯ）（ＣＨ３）２ＳｉＯ１／２；および
Ｄ＝（ＣＨ３）２ＳｉＯ２／２である。
【００２５】
　本願における一つの限定されない実施態様において、ジヒドロキシ末端ジメチルポリシ
ロキサンポリマー（ａ）は、約２００，０００ｃｐｓ未満、具体的には約１００，０００
ｃｐｓ未満、更に具体的には５０，０００ｃｐｓ未満、そして最も具体的に５，０００ｃ
ｐｓ未満の粘度を有してよく、ここで各々の範囲は、１ｃｐｓまたは５ｃｐｓ等、０をよ
り大きい下限値を持つ。本願における一つの限定されない実施態様において、ジヒドロキ
シ末端ジメチルポリシロキサンポリマー（ａ）は、各々が異なる粘度を有するジヒドロキ
シ末端ジメチルポリシロキサンポリマーの混合物であってよい。例えば、ジヒドロキシ末
端ジメチルポリシロキサンポリマー成分（ａ）は、約１ｃｐｓまたは５ｃｐｓ～最大約７
５０ｃｐｓ、好ましくは約５０ｃｐｓ～最大約６００ｃｐｓの粘度を有する、一つまたは
それ以上の低粘度のジヒドロキシ末端ジメチルポリシロキサンポリマーを含有してよく、
ここでそのようなジヒドロキシ末端ジメチルポリシロキサンポリマーは、約１，０００ｃ
ｐｓ～約５，０００ｃｐｓ、好ましくは約２，０００ｃｐｓ～約４，０００ｃｐｓの粘度
を有する、一つまたは複数の高粘度のジヒドロキシ末端ジメチルポリシロキサンポリマー
との混合物である。
【００２６】
　ジヒドロキシ末端ジメチルポリシロキサンポリマー（ａ）の配合濃度は、一剤型、湿気
硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物全体の、０を少し上回る重量％～約８
０重量％、更に好ましくは約２０重量％～約７０重量％、そして最も好ましくは約４０重
量％～約６０重量％の範囲である。
【００２７】
　本発明の一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物は、強化充填
材（ｂ）をまた含有してよい。本発明において有効な強化充填材（ｂ）は、シリコーン組
成物において有用であると知られているものから選択される充填材または充填材の混合物
である。但し、コーティングの半透明性を著しく損なわない、すなわち、コーティングさ
れた基材が、そのコーティングの塗布後に元の外観を維持するものであるとする。
【００２８】
　充填材（ｂ）は、ステアリン酸塩、ステアリン酸等の化合物で処理された重質、軽質お
よびコロイド炭酸カルシウム；フュームドシリカ、沈降法シリカ、シリカゲル、疎水化さ
れたシリカおよびシリカゲル等の強化シリカ；破砕および粉砕された石英、アルミナ、水
酸化アルミニウム、水酸化チタン、珪藻土、酸化鉄、カーボンブラックおよびグラファイ
ト、または、カオリン、ベントナイトまたはモンモリロナイト等の粘土を含む。
【００２９】
　好ましくは、充填材（ｂ）は、Ｄ４およびヘキサメチルジシラザンで二重に処理された
シリカ充填材等のシリカ充填材である。充填材のタイプによって、本発明の一剤型、湿気
硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物に含まれる充填材の量が決まる。本発
明において有効な充填材の量は、一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティン
グ組成物全体の、一般的に約２重量％～約２０重量％、更に好ましくは約５重量％～約１
５重量％、そして最も好ましくは約８重量％～約１２重量％である。充填材は、１種また
は二種またはそれ以上の混合物であってよい。
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【００３０】
　本発明の一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物は、例えば、
直鎖脂肪族炭化水素溶媒等の有機溶媒（ｃ）をまた含有してよい。有機溶媒（ｃ）の一例
は、Ｃ１２－Ｃ１４脂肪族炭化水素流体であってよい。
【００３１】
　有機溶媒（ｃ）の配合濃度は、一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティン
グ組成物の、約０重量％～約６０重量％、更に好ましくは約５重量％～約５０重量％、そ
して最も好ましくは約２０重量％～約４０重量％である。
【００３２】
　本発明の一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物は、ＶＯＣ規
制免除ジアルキルシクロシロキサンをまた含有してよい。環状シロキサンの例示は、例え
ば、ヘキサメチルシクロテトラシロキサンまたはオクタメチルシクロペンタシロキサンで
あってよい。
【００３３】
　ＶＯＣ規制免除ジアルキルシクロシロキサンの配合濃度は、一剤型、湿気硬化型、エラ
ストマー、半透明コーティング組成物全体の、約０重量％～約６０重量％、更に好ましく
は約５重量％～約５０重量％、そして最も好ましくは約２０重量％～約４０重量％の範囲
である。
【００３４】
　本発明の一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物は、一般的に
式：
（Ｒ１Ｏ）ｘＲ２

ｙＳｉ
（式中、Ｒ１およびＲ２は、独立して選択される、メチル、エチル、プロピル、イソプロ
ピル、ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、ｓｅｃ－ブチル等の一価のＣ１～Ｃ６０炭化水素ラジ
カルであり；そして、ｘは、２、３または４であり、ｙは、０、１または２であり、但し
、ｘ＋ｙ＝４である）を持つポリアルコキシシラン架橋剤（ｄ）を含有してよい。ポリア
ルコキシシラン架橋剤（ｄ）の一つの具体例は、メチルトリメトキシシランである。
【００３５】
　ポリアルコキシシラン架橋剤（ｄ）の配合濃度は、一剤型、湿気硬化型、エラストマー
、半透明コーティング組成物全体の、約０．５重量％～約１０重量％、更に好ましくは約
１重量％～約５重量％、そして最も好ましくは約１．５重量％～約３重量％の範囲である
。
【００３６】
　本発明の一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物は、オルガノ
シラン接着促進剤（ｅ）をまた含有してよく、好ましいオルガノシラン接着促進剤（ｅ）
は、１，３，５－トリス（トリメトキシル－イルプロピル）イソシアヌレートである。本
発明において有用な他のオルガノシラン接着促進剤（ｅ）は：ｎ－２－アミノエチル－３
－アミノプロピルトリエトキシシラン、γ．－アミノプロピルトリエトキシシラン、γ－
アミノプロピルトリメトキシシラン、アミノプロピルトリメトキシシラン、ビス－γ－ト
リメトキシシリルプロピルアミン、Ｎ－フェニル－γ－アミノプロピルトリメトキシシラ
ン、トリアミノ官能性トリメトキシシラン、γ－アミノプロピルメチルジエトキシシラン
、γ－アミノプロピルメチルジエトキシシラン、メタクリロキシプロピルトリメトキシシ
ラン、メチルアミノプロピルトリメトキシシラン、γ－グリシドキシプロピルエチルジメ
トキシシラン、γ－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、γ－グリシドキシエチル
トリメトキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）プロピルトリメトキシシ
ラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルメチルジメトキシシラン、イソシ
アナートプロピルトリエトキシシラン、イソシアナートプロピルメチルジメトキシシラン
、β－シアノエチルトリメトキシシラン、γ－アクリロキシプロピルトリメトキシシラン
、γ－メタアクリロキシプロピルメチルジメトキシシラン、４－アミノ－３，３，－ジメ
チルブチルトリメトキシシラン、およびｎ－エチル－３－トリメトキシシリル－２－メチ
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ルプロパンアミンである。
【００３７】
　オルガノシラン接着促進剤（ｅ）の配合濃度は、一剤型、湿気硬化型、エラストマー、
半透明コーティング組成物全体の、約０．１重量％～約５．０重量％、更に好ましくは約
０．５重量％～約４．０重量％、そして最も好ましくは約１．０重量％～約２．０重量％
の範囲である。
【００３８】
　本発明にかかる一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物は、チ
タン縮合硬化触媒（ｆ）をまた含む。チタン縮合硬化触媒（ｆ）は、シリコーン組成物に
おける架橋を容易にするために有用であるとして知られるあらゆるチタン縮合硬化触媒で
あってよい。一つの実施態様において、キレートチタン化合物、例えば、１，３－プロパ
ンジオキシチタンビス（エチルアセトアセテート）；ジイソプロポキシチタンビス（エチ
ルアセトアセテート）；およびチタン酸テトラアルキル、例えば、例えば、チタン酸テト
ラｎ－ブチルおよびチタン酸テトライソプロピルが、チタン縮合硬化触媒（ｆ）として使
用出来る。
【００３９】
　チタン縮合硬化触媒（ｆ）の配合濃度は、一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明
コーティング組成物全体の、約０．１重量％～約５．０重量％、更に好ましくは約０．５
重量％～約４．０重量％、そして最も好ましくは約１．０重量％～約３．０重量％の範囲
である。
【００４０】
　本願における一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物という表
現中の用語「一剤型」とは、成分（ａ）～（ｆ）の全てが互いに接触しており、そしてい
かなる形態にも分離していないことを意味する。
【００４１】
　本願における一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物という表
現における用語「湿気硬化型」とは、組成物が、少なくとも大気水分暴露後に、少なくと
もある程度の硬化を達成することを意味するものと理解される。一つの実施態様において
、一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物は、大気水分に晒され
ると、約５分間～約８時間、具体的には約１０分間～約４時間、そして最も具体的には約
１５分間～約２時間で、２５℃の温度で非粘着状に硬化する。
【００４２】
　本願における一つの実施態様において、一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コ
ーティング組成物は、塗布した際に基材に自己結合出来る、すなわち、コーティング組成
物は、結合層または結合材料の更なる存在、または基材の適切なコーティングの為の他の
化学的または物理的結合手段を一切必要としないと理解される。
【００４３】
　本願における一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物を形成す
るプロセスは、成分（ａ）～（ｆ）を結合させるステップを含む。そのような結合は、少
しずつ経時的にまたは同時に起きる。
【００４４】
　更に、ここで述べる一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物は
、バッチ式または連続式の何れかの製造を用いて調整（例えば、結合）出来る。好ましく
は、ジヒドロキシ末端ジメチルポリシロキサンポリマー（ａ）、強化充填材（ｂ）、有機
溶媒（ｃ）、ポリアルコキシシラン架橋剤（ｄ）、オルガノシラン接着促進剤（ｅ）、お
よびチタン縮合硬化触媒（ｆ）、あらゆる任意の可塑剤、加工助剤等の成分、および他の
添加剤を連続混合押出機で結合し、所望の一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コ
ーティング組成物を製造する。連続混合押出機は、二軸Ｗｅｒｎｅｒ－Ｐｆｌｅｉｄｅｒ
ｅｒ／Ｃｏｐｅｒｉｏｎ押出機、ＢｕｓｓまたはＰ．Ｂ．Ｋｏｋｎｅａｄｅｒ押出機等の
いずれの連続混合押出機でもよい。
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【００４５】
　本発明の最も広い概念において、全ての成分は、連続混合押出機で混合されてよい。連
続式である、そのようなプロセスにおいて、押出機は、約５０℃～約１００℃の範囲、更
に好ましくは約６０℃～約８０℃の範囲で操作され、更により好ましくは、混合操作の間
にあらゆる揮発性物質を除去するように、押出機は不完全真空で操作される。
【００４６】
　本願における組成物は、透明、半透明な組成物として形成され得る。本願に係る用語の
透明または半透明は、本発明の半透明コーティングが、それがコーティングされた基材を
容易に見ることを可能にするということを含意することを意図する。それに反して、不透
明な組成物は、該不透明な組成物でコーティングされた基材がはっきりと見ることを不可
能にする。そしてそのコーティング後の基材の外観に顕著に損なう。故に、本発明による
と、透き通った（透明）および不透明な組成物の間には違いがある。これらの違いは、こ
こに示す、そして当業者に知られている方法にあるように、肉眼で見ることが出来る。
【００４７】
　本願における組成物は、エラストマー組成物として形成される。本発明にかかる用語の
エラストマーは、該組成物が基材に塗布された際に、目に見えるくぼみ（孔食）、クラッ
キング、および基材からのコーティングの剥離を生じ得るコーティングの過度な経時硬化
無しに、効果的な耐紫外線性、耐候性および防水性を示すことを意味すると理解される。
コーティングのそのようなエラストマー特性は、コーティングの目視検査によって当業者
に理解される。一つの実施態様において、コーティングが、ここで述べる程度の安定性お
よび耐紫外線性同様、ここで述べる程度の弾性率および伸びをも提供する時、コーティン
グ組成物のエラストマー効果が提供される。
【００４８】
　本願における一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物を形成す
るプロセスは、コーティング組成物の結合された成分（ａ）－（ｆ）を基材上に塗布する
ステップを更に含む。
【００４９】
　本願における一つの実施態様において、基材は、コンクリート、レンガ、木材、金属、
ガラス、ブラスチックス、石、モルタル、塗装基材等、防水および／または耐候性が求め
られる建物または構造物の表面にあるあらゆる材料を含有してよい。
【００５０】
　他の実施態様において、基材に塗布されるコーティングの量は、基材の種類、温度、湿
度、要求される防水の程度、および一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティ
ング組成物の特定の成分等、いくつかの要因によって決まる。一つの実施態様において、
コーティングの量は、約１０～約０．１ｍｍ、好ましくは約５～約０．５ｍｍ、そして最
も好ましくは約２～約０．２ｍｍである。
【００５１】
　本願における一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物は、例え
ば、ロール塗布、スプレー塗布等の当業者に広く知られ、そして使用されるあらゆる方法
によって塗布される。
【００５２】
　本願における一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物を形成す
るプロセスは、コーティング組成物を十分な水分に晒し、一剤型、湿気硬化型、エラスト
マー、半透明コーティング組成物を基材上で硬化コーティングへと硬化させるステップを
更にまた含有してよい。
【００５３】
　十分な水分とは、少なくとも大気水分を含み、そして一剤型、湿気硬化型、エラストマ
ー、半透明コーティング組成物の上記で述べた時間での非粘着状への硬化レベルを達成す
るために必要なあらゆる水分レベルまで及んでよい。コーティング組成物の十分な水分へ
の暴露は、当業者に知られるように、基材のコーティングにおいて広く利用されるあらゆ
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る方法で行われる。
【００５４】
　一つの実施態様において、ここに開示されるプロセスによって作製される硬化コーティ
ングを含む基材が提供される。
【００５５】
　本願における一つの実施態様において、基材上のコーティングは、ＡＳＴＭ　Ｄ－４１
２による５０％引張における弾性率、約４０ｐｓｉ（２７５７９０．２８Ｐａ）～約１５
０ｐｓｉ（１０３４２１３．５５Ｐａ）を有してよい。
【００５６】
　本願における一つの実施態様において、ここでの基材上のコーティングは、ＡＳＴＭ　
Ｃ－６６１によるショアＡ硬度計値約１０～約４０を有する。
【００５７】
　本願における他の一つの実施態様において、ここでの基材上のコーティングは、ＡＳＴ
Ｍ　Ｃ－９６１による接着面引張接着強さ値約４０ｐｓｉ（２７５７９０．２８Ｐａ）～
約１４０ｐｓｉ（９６５２６５．９８Ｐａ）を有する。
【００５８】
　本願における更に他の実施態様において、基材上のコーティングは、ジヒドロキシ末端
ジメチルポリシロキサンポリマー（ａ）が２００，０００ｃｐｓを超える粘度を有する同
一のコーティング組成物でコーティングされた同一の基材のコーティングより高い半透明
性を有する。
【００５９】
　本願における更に他の実施態様において、基材上のコーティングは、ジヒドロキシ末端
ジメチルポリシロキサンポリマー（ａ）が２００，０００ｃｐｓを超える粘度を有する同
一のコーティング組成物でコーティングされた同一の基材のコーティングよりも優れた、
耐久性または耐紫外線性の一つまたはそれ以上を有する。一つの実施態様において、基材
上のコーティングは、少なくとも６ヶ月、具体的には少なくとも９ヶ月、更に具体的には
少なくとも１年、最も具体的には少なくとも５年の耐紫外線性を有する。耐紫外線性とは
、コーティングされた基材に、目に見えるクラッキング、くぼみ（孔食）、または塗布し
たコーティングの剥れ等の問題が無いと理解される。
【００６０】
　本願における更に他の実施態様において、基材上のコーティングは、ジヒドロキシ末端
ジメチルポリシロキサンポリマー（ａ）が２００，０００ｃｐｓを超える粘度を有する同
一のコーティング組成物でコーティングされた同一の基材のコーティングよりも長い防水
保護期間を提供する。防水保護は、不透水性を含む。一つの実施態様において、期間は、
耐紫外線性について述べたもの等である。
【００６１】
　本願における更に他の実施態様において、基材上のコーティングは、ジヒドロキシ末端
ジメチルポリシロキサンポリマー（ａ）が２００，０００ｃｐｓを超える粘度を有する同
一のコーティング組成物でコーティングされた同一の基材よりももっと元の外観を維持す
る。
【００６２】
　本願における他の実施態様において、一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コー
ティング組成物は、ここで述べる２００，０００ｃｐｓを超える粘度を有するジヒドロキ
シ末端ジメチルポリシロキサンポリマー（ａ）を使用しない同一の組成物に対して改善さ
れた貯蔵安定性を有する。一つの限定されない実施態様において、一剤型、湿気硬化型、
エラストマー、半透明コーティング組成物は、温度５０℃において少なくとも一ヶ月、具
体的には少なくとも三ヶ月、そして更に具体的には少なくとも六ヶ月の貯蔵安定性を有す
る。
【００６３】
　本願における一つの実施態様において、一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明　
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コーティング組成物は、極温に対して基材保護を提供する。ここで述べる極温とは、華氏
４０度未満、更に具体的には華氏２０度未満である。本願における他の実施態様において
、ここで述べる極温とは、華氏８０度を超える、具体的には華氏９０度を超えるものであ
る。本願における一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物は、例
えば耐紫外線性について本明細書に記載した期間、そのような極温保護を提供する。
【００６４】
　本願における一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物は、建物
、具体的には、コーティングされた材料の防水および／または天候からの保護が建物の表
面の元の外観を保護および維持するために使用される、建物の表面のコーティング材料と
して使用される。
【００６５】
　本願における一つの限定されない実施態様において、一剤型、湿気硬化型、エラストマ
ー、半透明コーティング組成物は水を含まなくてよい。更に他の実施態様において、組成
物は、ここで本発明の範囲外の組成物において使用されるありとあらゆる少量の水を含ま
なくてよい。
【００６６】
　本願における更に一つの実施態様において、ここで述べる一剤型、湿気硬化型、エラス
トマー、半透明コーティング組成物を含むエマルジョンが得られる。具体的には、このエ
マルジョンは、非水のシリコーンエマルジョンである。
【００６７】
　一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物の、ここで述べる基材
への塗布に好適な形状への乳化は、当技術分野において知られるものであり、具体的には
、前述のミキサー、ブレンダーまたはシェーカーは、連続式またはバッチ式製造ラインお
よび／またはより大きな産業用装置に配置される。
【００６８】
　乳化方法の更なる詳細は、当技術分野においてよく知られており、ここでは述べない。
【００６９】
　一つの実施態様において、一剤型、湿気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組
成物は、組成物の内容物を混合後透明または半透明である。混合された組成物または該組
成物を含むエマルジョンは、上記の貯蔵安定性およびここで述べる他の特性を有し、そし
てここで述べるように水を含まなくてもよい。
【００７０】
　本願における他の実施態様において、建物の外観の外装部分にここで述べる一剤型、湿
気硬化型、エラストマー、半透明コーティング組成物を塗布するステップ、および建物の
外観に硬化コーティングを提供するためにコーティング組成物を硬化するステップを含む
、建物の外観の処理方法をまた提供する。
【００７１】
　ここで述べる硬化コーティングを含む建物の外装部分もまた得られる。
【実施例】
【００７２】
　以下の実施例により、本発明を説明する。実施例中の全ての部および／またはパーセン
テージは、重量部（ｐｂｗ）である。連続混合押出機は、一剤型、湿気硬化型、エラスト
マー、半透明コーティングの製造において使用された。連続混合押出機は、３０ｍｍ　Ｃ
ｏｐｅｒｉｏｎ（旧Ｗｅｒｎｅｒ－Ｐｆｌｅｉｄｅｒｅｒ）二軸押出機である。得られた
一剤型、湿気硬化型シリコーンコーティング組成物は、貯蔵安定性、速硬化性、自己結合
の特徴を示し、一度基材に塗布されると半透明／透明の外観を持つ。シリコーンコーティ
ング組成物は、５０℃で６ヶ月の保存期間の前、間、そして後に組成物の粘度を測定する
ことによって安定性を試験した。組成物をアルミニウム缶に密封し、５０℃のオーブンに
置いた。粘度は、１ヶ月おきに測定した。該組成物はまた、ＡＳＴＭ　Ｄ－４１２による
５０％引張弾性率、ＡＳＴＭ　Ｃ－６６１によるデュ炉メータ、ＡＳＴＭ　Ｃ－１１３５
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験した。全ての接着試験は、Ｍｏｄｅｌ　４４６５試験機で行った。
【００７３】
　実施例１において、押出機のバレル１に、ＭＰＭより入手可能な３０ｐｂｗの３０００
ｃｐｓ　ＰＤＭＳポリマー、ＭＰＭより入手可能な２３．５ｐｂｗの５００ｃｐｓ　ＰＤ
ＭＳポリマー、および１０ｐｂｗのＤ４およびヘキサメチルジシラザンで処理されたフュ
ームドシリカ充填材を連続的にッ供給した。押出機のバレル６に、Ｐｅｎｒｅｃｏ　Ｉｎ
ｃより入手可能な１５ｐｂｗのＣ１２－Ｃ１４脂肪族炭化水素流体、およびＭＰＭより入
手可能な１５ｐｂｗのＤ５　ＶＯＣ規制免除シロキサン流体を連続的に供給した。
【００７４】
　押出機のバレル７に、３．７５－ｐｂｗのメチルトリメトキシシラン架橋剤、０．７５
ｐｂｗのトリス－トリメトキシプロピルイソシアヌレート接着促進剤、および２．０ｐｂ
ｗのジイソプロポキシチタンビス－アセチルアセトナート縮合硬化触媒を連続的に供給し
た。

【００７５】
　押出機の処理温度を５０℃に維持し、生産速度は４０Ｉｂ／ｈｒであった。真空脱気装
置（２５インチＨｇ（８４６５９．７５Ｐａ））を押出機のバレル１０に作動させた。完
成した組成物をポリエチレンカートリッジに梱包し、試験前に４日間室温で平衡化させた
。試験結果を下記表に要約する：
シート物性（７日間硬化）

【００７６】
　実施例１の組成物をレンガおよびアルミニウム基材にスプレー塗布し、フロリダでの屋
外暴露においた。９ヶ月の暴露後、図１に示すように、コーティングの外観には変化が無
い。
【００７７】
　試験１の硬化された１／８厚のシートをＡｔｌａｓ　２０００　ＱＵＶ　耐候性試験機
に置き、そしてショアＡ硬度計の測定値をシート上で５００時間ごとに合計６，０００時
間の耐候性試験機暴露時間で測定した。結果を以下に示す：
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　Ａｔｌａｓ　２００耐候性試験機およびフロリダ暴露試験の結果は、請求項１の湿気硬
化型、半透明、シリコーンコーティング組成物が、１００％シリコーンに特有な、優れた
耐紫外線性を有することを示す。
【００７９】
　望ましい「新品のレンガ」の外観を得るため、および図２に示すような長期耐候性を与
えるために、実施例１の組成物をレンガモックアップの表面にロールコートした。
【００８０】
　本発明を好ましい実施態様と共に上述したが、当業者は、本発明の範囲を逸脱しない範
囲で、種々の変更が可能であり、そして同等のものがその要素の代わりとなり得ることを
理解するであろう。本発明は、発明を実施するための最良の形態として開示された特定の
実施態様に限定されるものではなく、本発明は、添付される請求項の範囲に含まれる全て
の実施態様を含むであろうことを意図する。ここで言及した全ての引用は、それらを参照
することにより明示的にここに組み込まれる。
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